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社
会
に
役
立
つ
“
も
の
づ
く
り
”
取
り
組
み
を 

 
 

 
 

 
 

理
事
長
、
年
度
始
め
式
で
大
震
災
踏
ま
え
呼
び
か
け 

 

名
古
屋
電
気
学
園
は
四
月
一
日
、
愛
知
工
業
大
学
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
（
豊
田
市
八
草
町
）
の
学
園
本 

部
棟
な
ど
で
年
度
始
め
式
、
辞
令
交
付
式
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
付
で
組
織
変
更
と
人
事
異 

動
も
併
せ
て
実
施
し
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
後
藤
淳
理
事
長
は
、
年
度
始
め
式
で
大 

災
害
を
引
き
起
こ
し
た
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
教
員
ら
に
「
社
会
に
役
立
つ
“
も
の
づ
く
り
”
に 

取
り
組
む
と
共
に
学
生
も
育
て
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の 

号
館 

で
行
わ
れ
た
年
度
始
め
式
で
、 

挨
拶
に
立
っ
た
後
藤
淳
理
事
長 

は
三
月
十
一
日
に
起
き
た
東
日 

本
大
震
災
と
そ
れ
に
続
く
原
発 

事
故
に
触
れ
「
被
災
者
を
助
け 

よ
う
と
い
う
気
持
ち
や
“
元
気 

を
出
そ
う
”
と
い
う
掛
け
声
も 

な
ん
と
な
く
自
粛
に
押
さ
れ
て 

し
ま
っ
て
い
る
」
と
、
復
興
の 

た
め
に
逆
に
“
元
気
”
を
出
そ 

う
と
説
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、 

今
回
の
様
な
大
災
害
で
本
学
の 

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、 

「
こ
う
い
う
時
こ
そ
、
工
学
部 

を
主
体
と
す
る
本
学
が
、
社
会 

に
役
立
ち
、
世
界
に
通
用
す
る 

“
も
の
づ
く
り
”
に
取
り
組
む 

と
共
に
、
そ
う
し
た
学
生
も
育 

て
、
社
会
へ
送
り
出
し
て
ほ
し 

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

続
い
て
後
藤
泰
之
学
長
が
挨 

拶
し
、
「
本
年
は
、
大
学
開
学 

か
ら
五
十
年
余
に
わ
た
り
培
っ 

て
き
た
“
も
の
づ
く
り
”
教
育 

の
伝
統
を
、
今
以
上
に
充
実
、 

発
展
さ
せ
る
方
向
性
を
含
め
、 

じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
検
討 

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
う 

え
で
、
「
大
震
災
の
復
興
と
い 

う
日
本
再
ス
タ
ー
ト
に
役
立
つ 

若
者
を
育
て
て
い
か
な
く
て
は 

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
学
を 

取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、
震 

災
で
大
幅
な
私
学
助
成
カ
ッ
ト 

等
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、 

今
以
上
に
教
職
員
が
一
丸
と
な 

り
、
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ 

う
」
と
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
新
規
採
用
及
び
昇 

任
各
教
職
員
の
紹
介
が
あ
り
ま 

し
た
。
ま
た
、
大
学
の
研
究
、 

教
育
振
興
、
学
生
の
指
導
等
の 

各
分
野
で
貢
献
し
た
教
職
員
に 

贈
ら
れ
る
「
平
成
二
十
二
年
度 

学
長
賞
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま 

し
た
。
受
賞
者
は
、
手
嶋
紀
雄 

工
学
部
応
用
化
学
科
准
教
授
、 

中
井
孝
幸
同
部
建
築
学
科
准
教 

授
、
水
野
一
平
基
礎
教
育
セ
ン 

タ
ー
課
長
。
後
藤
泰
之
学
長
が 

壇
上
で
、
三
氏
に
学
長
賞
を
贈 

り
、
称
え
ま
し
た
。 

 
 
 暖かかった昨年と違い今年は寒い 
うえに、未だかって経験したことの 
ない巨大地震により（東北、関東地 
方が）大災害に見舞われました。日 
本中で「被災者を何とか助けなくて 
は」という気持ちがあっても何も動 
かない状態です。地元の自動車メー 
カーも部品がそろわないため生産できないなど、経済も 
ひどい状況です。「元気を出そう」の掛け声も出るので 
すが、自粛ムードに押されてしまっています。 
 こういう時こそ、工学部を主体としてきた本学の教員 
の皆さんには、社会で役立ち、世界に通用する“ものづ 
くり”に取り組んでほしい。被災地で活躍するアメリカ 
の無人偵察機等もそうですが、ノーベル賞も新しい発見 
より、それが世界でどれだけ役立つかで、評価されるよ 
うになってきたことを頭に入れて、“ものづくり”を考 
え、学生も育てていただきたいと思います。 
 日本人は、他の国と違って大災害等の時に力というか
団結力を発揮します。それらに期待し、早く元へ戻って
ほしいというのが、私の気持ちです。 

後藤淳理事長年度始め式の挨拶要旨 

年度始め式で、世界に通用する“ものづ
くり”に取り組もうと話す後藤淳理事長 

日本再スタート
に役立つ若者を
育てようと話す
後藤泰之学長 

右から小嶋副学長、中井、手嶋各准教授、
後藤泰之学長、水野課長、稲垣副学長 
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後
藤
鉀
二
先
生
奨
学
記
念
会 

（
会
長
・
後
藤
淳
理
事
長
）
は 

「
平
成
二
十
二
年
度
後
藤
鉀
二 

賞
」
を
小
西
貴
之
監
督
（
若
水 

事
務
部
事
務
職
員
）
＝
写
真
右 

＝
に
贈
る
こ
と
を
決
め
、
一
月 

二
十
二
日
に
愛
工
大
八
草
キ
ャ 

ン
パ
ス
内
の
学
園
本
部
棟
で
授 

賞
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

小
西
監
督
は
、
平
成
二
十
二 

年
度
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ 

ー
ハ
イ
）
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競 

技
学
校
対
抗
男
子
の
部
（
昨
年 

八
月
、
沖
縄
県
で
開
催
）
で
、 

十
五
年
ぶ
り
十
度
目
と
な
る
フ 

ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
全
国
優
勝
を 

成
し
遂
げ
、
さ
ら
に
部
長
の
川 

嶋
範
夫
教
諭
（
平
成
七
年
、
後 

藤
鉀
二
賞
受
賞
）
と
と
も
に
毎 

年
、
多
数
の
部
員
を
大
学
に
進 

学
さ
せ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、 

選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

小
西
監
督
は
平
成
十
七
年
、 

愛
工
大
経
営
情
報
科
学
部
を
卒 

業
後
、
学
園
に
勤
務
、
十
九
年 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
コ
ー
チ
、
二 

十
一
年
一
月
か
ら
監
督
を
務
め 

て
い
ま
す
。
監
督
自
身
も
、
愛 

工
大
名
電
高
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部 

員
だ
っ
た
平
成
十
二
年
、
フ
ル 

ー
レ
で
全
国
選
抜
大
会
優
勝
を 

し
て
い
ま
す
。 

 
授
賞
式
で
は
、
出
席
者
全
員 

が
後
藤
鉀
二
前
理
事
長
の
遺
影 

に
黙
と
う
。
こ
の
後
、
後
藤
淳 

理
事
長
が
小
西
監
督
の
功
績
を 

称
え
、
賞
状
と
賞
牌
等
の
記
念 

品
を
贈
り
ま
し
た
。
続
い
て
、 

小
西
監
督
が
「
大
変
素
晴
ら
し 

い
賞
を
い
た
だ
き
光
栄
に
思
っ 

て
い
ま
す
。
（
来
年
の
）
百
周 

年
の
時
に
全
国
優
勝
と
い
う
う 

れ
し
い
報
告
が
出
来
る
よ
う
、 

こ
れ
か
ら
も
部
員
と
と
も
に
日 

日
精
進
に
努
め
ま
す
」
と
、
力 

強
く
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

小
西
貴
之
・
愛
工
大
名
電
高
校
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
監
督
に
平
成 

年
度
後
藤
鉀
二
賞 後藤淳理事長から「後藤鉀二

賞」を贈られる小西貴之監督 

              
 
    学園創立100周年を記念し若水キャンパスに記念館建設   

  学園は平成24年11月までに､創立100周年記念事業として若水キャンパス（名古屋市千種区若   
 水）に、「名古屋電気学園100周年記念館」（仮称）建設など､各記念事業を実施します。  
  計画によると、メーンの記念館は､メモリアルホールを中心に100周年に係わる資料など展示  
 予定のメモリアルギャラリー、吹奏楽部の練習場兼記念ホール、専門学科実習室からなる「も  
 のづくり実習エリア」などで構成されます。このほかに大学のキャンパス整備・充実ほか各設  
 置校の情報機器、教育・研究設備の充実や奨学金の充実なども行います。 
  学園は、記念事業の費用の一部を募金で充てることにし、現在、募金事務局を窓口に募金活  
 動を行っています。詳細は、下記の通りです。 

学園創立100周年関連 

          「学園創立１００周年記念募金」について  
   平成24年に学園創立100周年を迎えるにあたり､下記のとおり記念の募金事業を開始し  
  ましたので、お知らせします。教職員の皆様からの募金につきましては、後日、あらた  
  めて詳細をお知らせしますので、ご協力のほどお願いいたします。 
    募金要項 
      募金目標額 10億円 
        次の100周年記念事業の費用の一部に充当させていただきます。 
           ・名古屋電気学園100周年記念館（仮称）建設 
             ※ 若水キャンパスの南側敷地に、平成24年完成予定で建設 
           ・大学八草キャンパスの整備・充実 
           ・設置校の、情報機器等、教育・研究設備の整備・充実 
           ・奨学金制度の充実 
        寄付金の種類  (1) 法人を対象とするもの 
                   一口の金額は特に定めておりません。 
                (2) 個人を対象とするもの 
                    一般篤志家、同窓生、教職員等 1口1万円 
                    在学生の父母         1口5千円 
        募金期間  平成25年8月31日まで 
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愛
工
大
と
姉
妹
校
の
中
国
・ 

東
南
大
学
代
表
団
が
二
月
二
十 

四
日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪 

れ
、
今
後
の
学
術
交
流
な
ど
を 

話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

東
南
大
代
表
団
は
易
紅
学
長 

ら
六
人
。
本
部
棟
一
階
正
面
玄 

関
で
職
員
の
拍
手
の
中
、
後
藤 

淳
理
事
長
、
後
藤
泰
之
学
長
と 

握
手
を
交
わ
し
た
後
、
理
事
長 

室
で
歓
談
。
後
藤
淳
理
事
長
が 

「
学
園
は
来
年
、
創
立
百
周
年 

を
迎
え
ま
す
。
式
典
に
ぜ
ひ
お 

い
で
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言 

葉
を
述
べ
る
と
、
易
学
長
は
、 

「
理
事
長
先
生
が
、
長
年
に
わ 

た
り
日
中
交
流
に
尽
く
し
た
功 

績
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
式
典
に
は 

必
ず
出
席
し
ま
す
」
と
、
に
こ 

や
か
に
応
え
て
い
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
本
部
棟
内
の
会 

   

議
室
で
後
藤
泰
之
学
長
ら
本
学 

幹
部
と
話
し
合
い
、
後
藤
泰
之 

学
長
が
、
▽
今
後
の
交
流
促
進 

の
た
め
既
に
あ
る
各
種
交
流
協 

定
を
包
括
し
た
「
学
術
交
流
協 

定
」
（
仮
称
）
の
締
結
▽
東
南 

大
学
の
学
生
寮
な
ど
を
活
用
し 

た
本
学
か
ら
の
短
期
留
学
生
の 

派
遣
―
な
ど
を
申
し
入
れ
ま
し 

た
。
易
学
長
は
「
既
に
本
学
の 

学
生
が
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス 

で
学
ん
で
お
り
、
学
生
は
講
義 

内
容
、
生
活
面
で
満
足
し
て
い 

ま
す
。
愛
工
大
か
ら
の
申
し
入 

れ
に
は
、
協
力
を
惜
し
み
ま
せ 

ん
」
と
述
べ
、
早
急
に
両
大
の 

担
当
部
署
で
詰
め
て
い
く
こ
と 

に
な
り
ま
し
た
。 

 

代
表
団
は
昨
年
、
開
設
し
た 

１
号
館
に
も
足
を
運
び
、
国
内 

最
高
級
レ
ベ
ル
の
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
制 

作
設
備
な
ど
を
誇
る
情
報
科
学 

部
を
中
心
に
見
学
。
ま
た
、
自 

由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
（
名
古
屋 

市
千
種
区
）
で
も
施
設
を
視
察 

し
、
会
議
室
で
経
営
学
部
日
本 

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
で
学
ぶ
留
学 

生
三
人
と
日
本
で
の
勉
学
、
生 

活
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し 

た
。 

電
子
専
門
学
校
の
三
年
生
、
大 

学
院
一
年
生
ら
を
対
象
に
企
業 

情
報
、
求
人
状
況
等
の
就
職
情 

報
収
集
の
場
に
な
れ
ば
―
と
開 

催
。
両
日
と
も
朝
早
く
か
ら
リ 

ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿
の
学
生
が 

列
を
つ
く
り
、
開
場
と
同
時
に 

各
企
業
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、
人 

事
担
当
者
か
ら
事
業
内
容
、
待 

遇
、
採
用
見
通
し
、
求
め
る
人 

材
等
の
説
明
を
受
け
て
い
ま
し 

た
。
ど
の
ブ
ー
ス
も
席
の
空
く 

時
が
な
い
ほ
ど
で
、
立
っ
た
ま 

ま
の
学
生
も
見
ら
れ
、
熱
気
に 

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

学
部
や
専
門
学
校
の
教
員
も 

会
場
内
を
回
り
、
学
生
の
相
談 

に
応
じ
、
各
企
業
の
人
事
担
当 

者
ら
と
情
報
交
換
を
行
い
、
学 

生
の
支
援
に
汗
を
流
し
て
い
ま 

し
た
。
初
日
の
午
後
に
は
、
愛 

名
会
名
誉
会
長
の
後
藤
淳
理
事 

長
も
訪
れ
、
会
場
内
を
見
て
回 

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
の
学 

生
向
け
交
流
会
も
二
月
二
十
一 

日
～
二
十
八
日
ま
で
、
三
重
県 

（
会
場
・
四
日
市
都
ホ
テ
ル
） 

を
皮
切
り
に
静
岡
、
岐
阜
の
順 

で
行
わ
れ
た
ほ
か
、
一
般
企
業 

対
象
の
企
業
展
な
ど
も
八
草
キ 

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
い
ず
れ 

も
盛
況
で
し
た
。 

 

名
古
屋
電
気
学
園
の 

後
援
会
組
織
「
学
校
法 

人
名
古
屋
電
気
学
園
愛 

名
会
」
会
員
企
業
三
百 

八
十
一
社
に
よ
る
「
平 

成
二
十
三
年
学
内
企
業 

展
」
が
二
月
十
八
、
十 

九
日
の
両
日
、
愛
工
大 

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
鉀 

徳
館
で
開
か
れ
、
二
日 

間
で
延
べ
三
千
二
百
三
十
三
人 

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

企
業
展
は
毎
年
、
キ
ャ
リ
ア 

セ
ン
タ
ー
、
愛
名
会
が
来
春
卒 

業
予
定
の
本
学
、
愛
工
大
情
報 

 

易
紅
・
東
南
大
学
学
長
ら
代
表
団
が
来
学 

 
 
 
 

―
本
学
に
留
学
中
の
学
生
と
も
歓
談
― 

歓談の後、にこやかに易学長
と握手する後藤淳理事長㊨ 

両校交流を含む話し合いの
後、握手を交わす易学長と後
藤泰之学長㊨ 

 

本
学
と
東
南
大
（
南
京 

市
）
の
両
校
は
一
九
八
〇 

年
に
姉
妹
校
提
携
を
締
結 

し
て
以
来
、
毎
年
、
両
校 

の
教
職
員
、
学
生
各
代
表 

団
が
相
互
訪
問
を
し
て
い 

ま
す
。 

 

姉
妹
校
締
結
三
十
周
年 

を
迎
え
た
昨
年
九
月
、
東 

南
大
で
後
藤
泰
之
学
長
を 

団
長
と
す
る
本
学
代
表
団 

の
ほ
か
、
学
生
代
表
団
も 

出
席
し
、
記
念
式
典
が
行 

わ
れ
ま
し
た
。 

新「1号館」の情報科学部の施設
を見る易学長（右から2人目） 

学内企業展盛況 

熱気に包まれた学
内企業展。学生で
埋まった会場㊨と
企業ブース㊤ 
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愛
工
大
の
学
生
が
二
月
二
十 

二
日
～
二
十
五
日
、
八
草
キ
ャ 

ン
パ
ス
内
に
あ
る
「
み
ら
い
工 

房
」
で
、
客
員
教
授
の
か
ら
く 

り
人
形
師
・
玉
屋
庄
兵
衛
氏
の 

指
導
を
受
け
て
「
か
ら
く
り
人 

形
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し 

た
。 

 

玉
屋
客
員
教
授
の
担
当
す
る 

「
も
の
づ
く
り
文
化
実
習
―
玉 

屋
庄
兵
衛
の
か
ら
く
り
人
形
制 

作
―
」
（
担
当
・
森
豪
総
合
教 

育
教
室
教
授
）
を
受
講
し
た
二 

～
四
年
生
十
三
人
が
、
そ
の
締 

め
く
く
り
と
し
て
、
「
か
ら
く 

り
人
形
」
を
制
作
。
人
形
は
、 

祭
り
の
山
車
で
使
わ
れ
て
い
る 

「
采
振
り
人
形
」
で
、
学
生
は 

玉
屋
客
員
教
授
や
お
弟
子
さ
ん 

か
ら
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
道
具
の
扱 

い
方
、
木
の
削
り
方
を
教
え
ら 

れ
な
が
ら
、
人
形
の
顔
や
手
足 

の
制
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
学 

生
が
苦
労
し
て
い
た
の
は
顔
の 

作
り
で
、
玉
屋
客
員
教
授
ら
の 

手
を
借
り
て
何
と
か
仕
上
げ
ま 

し
た
。 

 

最
終
日
の
二
十
五
日
は
、
か 

ら
く
り
に
欠
か
せ
な
い
顔
、
手 

足
を
動
か
す
た
め
の
紐
を
通
し 

て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後 

で
、
玉
屋
客
員
教
授
が
手
足
の 

動
き
な
ど
を
一
点
ず
つ
審
査
し 

た
後
、
「
こ
の
経
験
を
忘
れ
ず 

に
、
今
後
の
勉
学
な
ど
に
役
立 

 
 

競 う 

学
生
が
「
か
ら
く
り
人
形
」
を
制
作 

本
学
客
員
教
授
の
か
ら
く
り
人
形
師
の
手
ほ
ど
き
で 

作り方を学生に指導する、か
らくり人形師の玉屋客員教授 

制作した「采振り人形」を手に玉屋客員教授（前列
右から3人目）、森教授（同4人目）を囲み、記念の
写真を撮る受講生の学生 

 
 
 愛工大名電高校で専門学科1年生のロボットコンテスト、普通科1年 
生の合唱発表会が2月17日､喬徳館と愛名館を会場に開かれ、授業で製 
作したロボットや放課後の練習の成果を競い合いました。 
          【ロボットコンテスト】 
  チーム（1チーム各3～4人）に分かれた生徒が､工業技術基礎の 
 授業で作ったセンサーロボットを走らせ、熱戦を展開。競技は、 
 決められたコースをスタートからゴールするまでの時間で競いま 
 したが、途中の障害物でコースを外れたり、エンストするロボッ 
 トもあり、生徒を一喜一憂させていました。予選を突破した20チ 
 ームが決勝で対決、見学の生徒も加わり応援にも一段と力がこも 
 り、会場の愛名館は熱気に包まれていました＝写真右。 
  上位成績チームは、以下の通りです。（敬称略） 
  ①ＵＲＬ（柴垣圭汰、伊吹賢也、石塚祭、新矢竜）②プリテ  
 ィー花ちゃん③ＴＨＥ ＨＡＳＥＧＡＷＡ 
          【合唱発表会】 
  生徒でつくる合唱委員会が中心となり、練習時間の  
 割り振り、当日の進行まで務めるという“生徒手づく 
 り”の発表会。当日は喬徳館を会場に、各クラスが練 
 習の成果を館内いっぱいに響かせました＝写真右。他 
 のクラスの生徒の歌を聴き、その成果を称えるのも目  
 的の一つから歌い終わる度に、大きな拍手を受けてい  
 ました。  
  成績は以下の通りです。（敬称略） 
  合唱 ▽金賞 Ａ組（平和の鐘）＝写真右▽銀賞 Ｇ組（君と見た海）▽銅賞 Ｂ組     
  （時の旅人）▽指揮者賞 川田明優（Ａ組）▽伴奏者賞 青山美月（Ｈ組） 

て
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
。
最 

後
に
自
分
の
作
っ
た
人
形
を
手 

に
、
玉
屋
客
員
教
授
、
森
教
授 

や
お
弟
子
さ
ん
を
囲
み
、
記
念 

の
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

 

森
教
授
の
話
で
は
、
国
内
の 

大
学
で
学
生
が
か
ら
く
り
人
形 

師
の
手
ほ
ど
き
で
「
か
ら
く
り 

人
形
」
を
制
作
す
る
授
業
は
珍 

し
い
―
と
い
う
こ
と
で
す
。 

高校では生徒がロボットと合唱で競う 
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「
平 

成
二
十 

二
年
度 

秋
期
社 

会
人
防 

災
マ
イ 

ス
タ
ー 

養
成
講 

座
研
究 

発
表
・ 

修
了
式
」
が
二
月
一
日
、
愛
工 

大
・
本
山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
名
古 

屋
市
千
種
区
）
で
行
わ
れ
ま
し 

た
＝
写
真
右
。 

 

同
講
座
は
社
会
人
を
防
災
専 

門
家
に
養
成
す
る
目
的
で
、
文 

部
科
学
省
の
平
成
二
十
年
度
戦 

略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
に
採 

択
さ
れ
た
愛
工
大
の
ほ
か
名
工 

大
、
大
同
大
、
豊
田
高
専
四
校 

提
案
の
「
工
科
系
コ
ン
ソ
ー
シ 

ア
ム
に
よ
る
も
の
づ
く
り
教
育 

の
拠
点
形
成
」
推
進
事
業
の
一 

つ
で
す
。
定
員
は
十
人
で
、
受 

講
期
間
は
一
年
。
受
講
生
は
こ 

の
間
、
本
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の 

講
義
、
自
宅
、
会
社
で
も
受
講 

で
き
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
企
業 

視
察
を
含
む
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー 

ク
等
を
通
し
、
広
く
防
災
全
般 

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 

 

こ
の
日
の
研
究
発
表
に
は
、 

一
年
間
の
講
座
を
修
了
し
た
平 

成
二
十
二
年
度
前
期
講
座
受
講 

生
や
昨
年
十
月
か
ら
始
ま
っ
た 

秋
期
講
座
受
講
生
、
講
座
Ｏ
Ｂ 

や
講
師
が
出
席
。
前
期
講
座
の 

受
講
生
に
よ
る
個
人
、
グ
ル
ー 

プ
の
両
研
究
発
表
が
あ
り
、
打 

田
憲
生
氏
ら
受
講
生
十
人
（
う 

ち
一
人
が
海
外
勤
務
の
た
め
欠 

席
）
が
、
企
業
の
従
業
員
安
否 

確
認
シ
ス
テ
ム
構
築
、
快
適
避 

難
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
身 

近
な
危
険
地
域
の
調
査
・
研
究 

等
を
テ
ー
マ
に
受
講
成
果
を
披 

露
し
ま
し
た
。
秋
期
講
座
の
受 

講
生
も
中
間
発
表
を
行
い
ま
し 

 

愛
工
大
・
エ
コ 

電
力
研
究
セ
ン
タ 

ー
は
二
月
二
十
一 

日
、
八
草
キ
ャ
ン 

パ
ス
内
で
平
成
十 

八
年
度
に
文
部
科 

学
省
の
私
立
大
学 

高
度
化
推
進
社
会 

連
携
事
業
に
採
択 

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
研
究
「
マ
イ 

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
導 

入
に
よ
る
次
世
代 

型
電
力
供
給
シ
ス 

テ
ム
開
発
」
の
成
果
報
告
会
を 

開
催
し
ま
し
た
。 

 

報
告
会
は
、
産
学
官
一
体
で 

開
発
・
研
究
を
進
め
て
き
た
プ 

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
本
年
度
で 

事
業
終
了
と
な
る
の
を
受
け
、 

開
発
・
研
究
成
果
を
知
っ
て
も 

ら
う
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
」
は
、 

太
陽
光
、
風
力
な
ど
の
地
球
温 

暖
化
抑
制
に
つ
な
が
る
様
々
な 

ク
リ
ー
ン
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー 

を
利
用
し
、
一
定
地
域
内
の
電 

力
の
自
給
自
足
を
可
能
に
す
る 

シ
ス
テ
ム
で
す
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
た
め 

に
開
設
さ
れ
た
エ
コ
電
力
研
究 

セ
ン
タ
ー
は
、
八
草
キ
ャ
ン
パ 

ス
内
に
太
陽
光
や
風
力
発
電
装 

置
な
ど
を
設
置
し
、
自
治
体
、 

企
業
と
連
携
し
環
境
調
和
型
の 

電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・ 

研
究
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

 

報
告
会
で
は
、
一
柳
勝
宏
セ 

ン
タ
ー
長
（
電
気
学
科
教
授
） 

の
挨
拶
に
続
き
、
雪
田
和
人
電 

気
学
科
准
教
授
が
「
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
概
要
・
本
学
マ
イ
ク
ロ
グ 

リ
ッ
ド
説
明
」
と
題
し
て
発
表 

し
た
ほ
か
、
瀬
戸
市
環
境
課
の 

加
藤
守
幸
氏
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー 

消
費
原
単
位
に
関
す
る
考
察
」 

な
ど
開
発
・
研
究
に
携
わ
っ
た 

各
自
治
体
、
企
業
、
本
学
大
学 

院
生
か
ら
成
果
報
告
が
あ
り
ま 

し
た
。
ま
と
め
で
、
雪
田
准
教 

授
は
開
発
・
研
究
が
一
部
実
用 

化
、
特
許
申
請
な
ど
具
体
的
な 

成
果
を
挙
げ
た
と
述
べ
、
一
柳 

セ
ン
タ
ー
長
も
研
究
継
続
を
明 

ら
か
に
し
ま
し
た
。
五
月
に
文 

科
省
へ
の
最
終
報
告
書
を
ま
と 

め
る
予
定
で
す
。 

 

た
。 

 

引
き
続
き
、
修
了
式
が
行
わ 

れ
、
本
学
講
座
代
表
者
の
正
木 

和
明
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー 

長
（
都
市
環
境
学
科
教
授
）
、 

曽
我
部
博
之
・
戦
略
的
大
学
連 

携
室
室
長
（
建
築
学
科
教
授
） 

が
、
「
社
会
人
防
災
マ
イ
ス
タ 

ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を 

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。 

受
講
結
果
等
を
基
に
受
講
生
の 

中
野
勝
良
氏
に
最
優
秀
賞
、
打 

田
憲
生
、
古
市
憲
彦
の
両
氏
に 

優
秀
賞
、
残
り
全
員
に
奨
励
賞 

と
記
念
品
の
Ａ
Ｉ
Ｔ
防
災
マ
イ 

ス
タ
ー
の
ネ
ー
ム
入
り
帽
子
を 

贈
り
ま
し
た
。 

 

後
日
、
受
講
生
に
学
校
教
育 

法
に
基
づ
く
「
履
修
証
明
書
」 

を
交
付
し
ま
す
。
四
月
受
講
生 

の
募
集
は
停
止
し
ま
す
が
、
秋 

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
再
開
す 

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

連 携 

社
会
人
の
防
災
専
門
家
養
成
を
目
指
す 

―
社
会
人
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
発
表
・
修
了
式
― 

受講生と講座代表者の正木センター
長（前列右から4人目）、曽我部室
長（同3人目）らとの記念撮影 

大学教員、自治体、企業から開発・
研究成果の発表があった成果報告会 

  次世代型電力供給システム開発目指す 

産学官一体のプロジェクト研究成果報告

 

愛
工
大
は
他
大
学
や
官
公
庁
、
企
業
と
連
携
し
た
開
発
・
研
究
事 

業
、
社
会
人
講
座
な
ど
通
し
て
社
会
や
産
業
界
と
の
結
び
つ
き
を
深 

め
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
、
急
が
れ
る
社
会
人
の
防
災
専
門 

家
養
成
を
先
取
り
し
た
「
社
会
人
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
の 

ほ
か
、
一
定
地
域
内
の
電
力
の
自
給
自
足
を
可
能
に
す
る
産
学
官
に 

よ
る
「
次
世
代
型
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
開
発
」
を
紹
介
し
ま
す
。 
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三
月
二
十
三
日
、
八 

草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
鉀
徳 

館
（
講
堂
兼
体
育
館
） 

で
行
わ
れ
、
千
三
百
十 

六
人
が
晴
れ
の
日
を
迎 

え
ま
し
た
。
工
学
部
九
百
四
十 

二
人
、
経
営
情
報
科
学
部
二
百 

七
十
四
人
、
大
学
院
修
了
者
で 

博
士
前
期
課
程
九
十
三
人
、
博 

士
後
期
課
程
を
修
了
し
て
論
文 

審
査
に
合
格
、
博
士
に
な
っ
た 

七
人
で
す
。 

 

本
学
管
弦
楽
団
の
「
祝
典
行 

進
曲
」
の
演 

奏
で
始
ま
っ 

た
式
典
で
は 

今
回
の
東
日 

本
大
震
災
で 

亡
く
な
っ
た 

人
に
黙
と
う 

し
た
後
、
後
藤
泰
之
学
長
が
博 

士
一
人
ひ
と
り
に
博
士
の
学
位 

記
を
、
博
士
前
期
課
程
の
代
表 

に
学
位
記
、
学
部
の
代
表
に
卒 

業
証
書
・
学
位
記
を
そ
れ
ぞ
れ 

授
与
し
ま
し
た
。
続
く
式
辞
で 

大
震
災
に
触
れ
、
「
大
災
害
に 

あ
っ
た
被
災
地
の
一
日
も
早
い 

復
旧
に
出
来
る
限
り
協
力
し
て 

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」 

と
述
べ
た
後
、
卒
業
生
に
「
皆 

さ
ん
は
本
学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ 

る
『
創
造
と
人
間
性
』
を
胸
に 

よ
り
研
さ
ん
を
積
み
、
各
分
野 

で
活
躍
し
こ
の
国
の
発
展
に
寄 

与
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て 

い
ま
す
」
と
、
卒
業
生
を
激
励 

＝
写
真
右
。
後
藤
淳
理
事
長
・ 

総
長
も
「
日
本
は
今
、
千
年
に 

一
度
と
い
う 

大
震
災
に
見 

舞
わ
れ
、
深 

刻
な
状
況
に 

あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
時 

こ
そ
み
ん
な 

で
助
け
合
う
、
そ
し
て
人
を
思 

い
や
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で 

ほ
し
い
。
ま
た
、
卒
業
生
の
皆 

さ
ん
は
、
来
年
、
創
立
百
年
を 

迎
え
る
学
園
の
一
員
と
い
う
誇 

り
と
自
信
を
持
ち
、
日
本
再
生 

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を 

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し 

ま
し
た
＝
写
真
右
。 

 

成
績
優
秀
者
に
学
園
賞
、
瑞 

若
（
同
窓
会
）
賞
、
後
援
会
賞 

の
三
賞
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
卒 

業
生
を
代
表
し
て
杉
浦
文
彦
君 

（
機
械
学
科
）
が
「
大
学
で
学 

ん
だ
知
識
や
友
ら
と
共
に
培
っ 

た
人
間
性
、
創
造
性
を
活
か
し 

社
会
の
各
分
野
で
努
力
、
活
躍 

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
謝 

辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

会
場
周
辺
で
は
サ
ー
ク
ル
・ 

ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
が
、
式
を
終 

え
て
外
へ
出
て
き
た
先
輩
を
何 

度
も
胴
上
げ
し
、
花
束
を
贈
っ 

て
卒
業
を
祝
福
。
キ
ャ
ン
パ
ス 

の
校
舎
を
背
景
に
記
念
写
真
を 

撮
り
合
う
卒
業
生
の
姿
が
、
終 

日
、
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

三
月
一
日
、
校
内
の 

喬
徳
館
で
行
わ
れ
、
佐 

藤
忍
校
長
が
科
学
技
術 

科
、
情
報
科
学
科
、
普 

通
科
（
計
六
百
三
十
九 

人
）
の
各
科
代
表
に
卒 

業
証
書
を
授
与
し
た
の 

に
続
き
、
「
皆
さ
ん
に
は
▽
人 

生
は
一
生
が
勉
強
▽
誠
実
に
生 

き
る
▽
報
恩
と
感
謝
の
気
持
ち 

―
の
三
つ
を
心
が
け
、
こ
れ
か 

ら
の
長
い
人
生
、
大
い
に
夢
を 

抱
き
、
創
造
的
で
あ
っ
て
く
だ 

さ
い
」
と
、
式
辞
を
述
べ
ま
し 

た
。
こ
の
後
、
後
藤
淳
理
事
長 

が
「
来
年
創
立
百
周
年
を
迎
え 

る
学
園
の
一
員
と
い
う
誇
り
と 

自
信
を
胸
に
、
新
し
い
社
会
で 

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い 

ま
す
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈 

り
ま
し
た
。 

 

全
国
優
勝
し
た
フ
ェ
ン
シ
ン 

グ
部
の
髙
阪
一
世
君
ら
へ
の
ク 

ラ
ブ
功
労
１
号
賞
贈
呈
な
ど
学 

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
同
窓
会
各 

賞
の
表
彰
に
続
き
、
在
校
生
を 

代
表
し
大
屋
え
り
さ
ん
（
二
年 

生
、
普
通
科
）
が
「
き
ら
め
く 

未
来
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
」 

と
卒
業
生
を
祝
福
。
そ
れ
を
受 

け
て
中
井
佑
樹
君
が
、
「
本
校 

で
友
と
学
び
、
友
と
過
ご
し
た 

日
々
の
思
い
出
を
胸
に
今
後
も 

前
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
答
辞 

を
述
べ
ま
し
た
。 

 

教
室
で
は
担
任
の
先
生
が
ギ 

タ
ー
を
手
に
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

や
激
励
の
言
葉
で
卒
業
生
と
の 

別
れ
を
惜
し
む
一
方
、
校
庭
で 

は
後
輩
が
先
輩
の
卒
業
生
に
花 

を
贈
っ
た
り
、
胴
上
げ
な
ど
を 

し
て
祝
う
光
景
が
見
ら
れ
ま
し 

た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
月
十
八
日
、
喬
徳 

館
で
行
わ
れ
、
百
人
が 

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出 

し
ま
し
た
。
最
初
に
、 

十
一
日
に
起
き
た
東
日 

本
大
震
災
で
亡
く
な
っ 

た
人
に
対
し
、
黙
と
う 

し
た
後
、
佐
藤
忍
校
長
が
卒
業 

生
代
表
の
青
山
渚
さ
ん
に
卒
業 

 

愛
工
大
（
豊
田
市
）
、
愛
工
大
名
電
高
（
名
古
屋
市
）
な
ど
学 

園
各
設
置
校
で
三
月
、
卒
業
式
が
あ
り
、
卒
業
生
が
慣
れ
親
し
ん 

だ
学
舎
を
後
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
姉
妹
学
園
の
愛
和
学
園 

都
市
デ
ザ
イ
ン
カ
レ
ッ
ジ
愛
知
は
、
今
回
の
卒
業
式
を
も
っ
て
休 

校
と
な
る
た
め
卒
業
生
、
教
職
員
と
も
感
慨
深
げ
で
し
た
。 

各
設
置
校
卒
業
式
―
新
し
い
世
界
へ
羽
ば
た
く 

 愛 工 大 

卒業生を代表し謝辞を述べる杉浦文彦君 

 愛工大名電高校 

誠実に生きるなどを卒
業生に説く佐藤忍校長 

今後も前進していきま
すと誓う中井佑樹君 

 愛工大附属中学 
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学 園 だ よ り 第143号 

証
書
を
授
与
。
「
次
の
高
校
三 

年
間
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
こ
と
や
、
や
ろ
う
と
思
っ
た 

こ
と
に
挑
戦
し
、
青
春
の
情
熱 

を
限
り
な
く
燃
焼
さ
せ
、
は
つ 

ら
つ
と
し
た
人
間
に
成
長
す
る 

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式 

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
後
藤
淳
理 

事
長
は
東
日
本
大
震
災
に
ふ
れ 

「
こ
う
し
た
時
こ
そ
、
み
ん
な 

で
助
け
合
い
、
人
を
思
い
や
る 

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ 

い
。
学
園
は
来
年
、
創
立
百
周 

年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
後
の 

世
界
を
ど
う
す
る
か
は
皆
さ
ん 

の
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
」
と 

激
励
。 

 

卒
業
生
代
表
の
北
川
弘
之
君 

が
在
校
生
代
表
の
可
児
美
月
さ 

ん
の
送
辞
に
対
し
、
大
震
災
の 

被
災
者
へ
「
震
災
に
負
け
ず
希 

望
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
」 

と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
、
後 

輩
に
「
学
校
生
活
で
“
苦
難
” 

と
い
う
壁
に
必
ず
直
面
し
ま
す 

が
、
そ
ん
な
時
、
一
番
の
支
え 

に
な
っ
て
く
れ
る
の
は
“
友
だ 

ち
”
で
す
。
友
だ
ち
を
大
切
に 

絆
を
深
め
合
っ
て
く
だ
さ
い
」 

と
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
三
月
十
六
日
、
豊
田 

市
の
同
校
で
行
わ
れ
、 

式
に
先
立
っ
て
東
日
本 

大
震
災
の
犠
牲
者
に
黙 

と
う
を
し
ま
し
た
。
こ 

の
後
、
卒
業
式
を
最
後 

に
学
校
を
去
る
白
岩
義 

夫
校
長
が
四
十
六
人
の 

卒
業
生
代
表
山
田
翔
太 

君
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
学
科
） 

に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
、
「
Ｉ 

Ｔ
社
会
の
中
心
的
担
い
手
と
な 

る
た
め
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン 

ジ
す
る
気
持
ち
と
人
間
関
係
を 

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
大
い 

に
飛
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お 

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

後
藤
淳
理
事
長
は
「
皆
さ
ん
は 

来
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
学 

園
の
一
員
と
い
う
誇
り
と
自
信 

を
持
ち
、
社
会
に
立
ち
向
か
っ 

て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言 

葉
を
か
け
ま
し
た
。 

 

鈴
木
公
平
市
長
の
祝
辞
（
鈴 

木
辰
吉
産
業
部
長
代
読
）
に
続 

き
、
伊
藤
慶
則
君
（
情
報
工
学 

科
）
が
磯
村
義
安
愛
知
県
専
修 

学
校
各
種
学
校
連
合
会
会
長
、 

市
川
佳
希
同
窓
会
長
ら
来
賓
、 

保
護
者
の
見
守
る
中
、
「
様
々 

な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
本
校 

の
卒
業
生
と
い
う
自
覚
と
誇
り 

を
持
ち
、
日
々
努
力
を
重
ね
、 

成
長
し
続
け
る
覚
悟
で
す
」
と 

謝
辞
を
述
べ
、
式
を
終
え
ま
し 

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

答辞で友人の大切さを
強調する北川弘之君 

未来を担うのは皆さん
と述べる後藤淳理事長 

 愛工大情報電子専門学校 

大いに飛躍をと校長
として最後の式辞を
述べる白岩義夫校長 

日々努力を重ね成長
し続けますと、決意
を語る伊藤慶則君 

 

三
月 

八
日
、 

春
日
井 

市
の
同 

校
で
行 

わ
れ
ま 

し
た
。 

卒
業
生 

は
測
量 

科
な
ど
二
十
七
人
。
今
年
四
月 

か
ら
休
校
と
な
る
た
め
大
根
義 

男
校
長
が
卒
業
証
書
等
な
ど
を 

授
与
し
た
＝
写
真
右
＝
後
、
式 

辞
で
休
校
の
経
緯
な
ど
説
明
し 

「
市
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社 

会
環
境
構
築
の
た
め
、
高
い
モ 

ラ
ル
を
も
っ
て
仕
事
に
従
事
し 

て
く
だ
さ
い
」
と
、
卒
業
生
を 

激
励
。
ま
た
、
経
営
母
体
の
後 

藤
泰
之
愛
和
学
園
理
事
長
（
愛 

工
大
学
長
）
も
、
「
本
校
は
今 

年
度
で
そ
の
教
育
活
動
を
一
時 

中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 

が
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
の
築
き 

上
げ
て
き
た
本
校
の
輝
か
し
い 

歴
史
は
け
っ
し
て
色
あ
せ
ま
せ 

ん
」
と
、
力
強
く
挨
拶
し
ま
し 

た
。
卒
業
生
代
表
の
西
村
拓
君 

（
測
量
科
）
が
、
「
本
校
で
学 

ん
だ
知
識
と
経
験
を
基
に
、
有 

能
な
人
材
と
し
て
社
会
に
貢
献 

で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
精
進
し 

て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ 

ま
し
た
。 

 

第
四
十
五
回
卒
園
式
が 

三
月
十
九
日
、
名
古
屋
市 

名
東
区
の
同
園
内
で
行
わ 

れ
、
式
の
前
に
全
員
で
東 

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に 

対
し
黙
と
う
し
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
後
藤
泰
之
園
長 

（
愛
工
大
学
長
）
が
卒
園
児
一 

人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
手
渡 

し
、
「
東
北
地
方
で
大
き
な
地 

震
が
起
き
、
大
勢
の
人
が
困
っ 

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち 

へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
忘 

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て 

社
会
で
役
立
つ
人
に
な
っ
て
く 

だ
さ
い
」
と
、
お
祝
い
の
言
葉 

を
述
べ
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
後
藤
淳
名
古
屋
電
気 

学
園
理
事
長
か
ら
も
祝
辞
が
あ 

り
、
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

卒
園
児
ら
は
「
お
世
話
に
な
り 

ま
し
た
」
、
「
さ
よ
う
な
ら
」 

と
大
き
な
声
で
、
感
謝
と
別
れ 

の
言
葉
を
述
べ
、
式
場
を
後
に 

し
ま
し
た
。 

姉妹学園 

 

学
園
と
姉
妹
学
園
の
愛
和 

学
園
・
都
市
デ
ザ
イ
ン
カ
レ 

ッ
ジ
愛
知
、
あ
い
わ
幼
稚
園 

で
も
卒
業
、
卒
園
式
が
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

都市デザインカレッジ愛知 

あいわ幼稚園 

後藤泰之園長から修了証書
を手渡される卒園児 



学 園 だ よ り 

 

編
集
後
記 

 

▼
今
の
日
本
の
状
況
を
端
的 

に
“
国
難
”
と
い
う
人
も
い
ま 

す
▼
三
月
十
一
日
に
東
北
地
方 

の
太
平
洋
沿
岸
地
域
を
襲
っ
た 

東
日
本
大
震
災
。
特
に
想
像
を 

超
え
た
津
波
に
よ
り
三
陸
海
岸 

沿
い
の
市
町
は
壊
滅
的
な
打
撃 

を
受
け
ま
し
た
▼
そ
の
災
害
に 

追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
福
島 

県
内
の
原
発
事
故
で
す
。
終
息 

宣
言
は
い
つ
出
る
か
全
く
不
明 

な
中
、
広
が
る
の
が
避
難
地
域 

と
風
評
▼
一
番
の
犠
牲
者
は
、 

被
災
者
で
す
。
避
難
場
所
を
転 

転
と
し
収
ま
ら
な
い
余
震
に
怯 

え
る
日
々
が
続
き
ま
す
▼
安
全 

な
場
所
で
、
ゆ
っ
く
り
手
足
を 

伸
ば
し
、
休
ま
せ
て
あ
げ
た
い 

と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
▼ 

東
海
地
方
は
被
害
も
な
く
、
東 

日
本
大
震
災
を
ど
こ
か
遠
い
所 

の
話
と
し
か
、
み
て
な
い
人
も 

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

▼
し
か
し
、
私
た
ち
は
「
明
日 

起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」 

と
言
わ
れ
る
東
海
大
地
震
の
中 

で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ 

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
▼ 

有
名
な
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に 

来
る
」
の
警
句
が
あ
り
ま
す
。 

災
害
か
ら
生
命
、
財
産
を
守
る 

た
め
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
言 

葉
で
す
。 

 
 
 
 

（
久
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 米中、日中国交正常化の道筋をつけ 
た「第31回世界卓球選手権大会」開催 
から40周年を記念した「ピンポン外交 
 周年記念 日本中国親善卓球大会」 
が4月10日､ゆかりの地の愛知県体育館 
（名古屋市）で開催されました。 
 ｢世界卓球選手権大会｣は1971（昭和 

46）年3月､愛知県体育館を会場に行われ、当時、日本卓球協会会長で名古屋電気学園理事長・愛 
工大学長だった後藤鉀二先生の尽力で、国交のなかった中国選手団の参加が実現しました。この 
参加をきっかけに米国選手団の中国招待、そして翌年のニクソン米国大統領、田中角栄首相の訪 
中に繋がり、最終的に米中、日中国交正常化へと進展したため、これらをまとめて「ピンポン外 
交」と言われています。 
 今回の卓球大会は中国駐名古屋総領事館、愛知県日中友好協会の主催で、日本から30チーム、 
日本在住の中国から10チームの計40チーム、160人が参加｡観覧席に花で飾られた後藤鉀二先生の 
写真＝写真右＝を前に開会式があり、松原暁美大会委員長（愛知県卓球 
協会副会長）の開会宣言に続き、主催者を代表して愛知県日中友好協会 
会長・愛知県卓球協会会長の後藤淳理事長が挨拶。米中、日中国交正常 
化をもたらしたピンポン外交を中心に、「若い人は知らないかもしれま 
せんが、この体育館がその舞台となり、日中交流の中心となったのは卓 
球だったことを忘れないでほしい」と話しました。この後、愛工大卓球 
部の北村祐馬選手と中国・李萌選手（岐阜・朝日大学卒）のエキジビションゲームがあり、引き 

続き、10グループ（各グループとも中国1チームを含む4チーム）に 
分かれて、熱戦を繰り広げました。試合には、鄭祥林・中国駐大阪 
総領事、張立国・駐名古屋総領事のほか、かつての世界チャンピオ 
ン、何智麗（日本名・小山ちれ）さんら往年の名選手らも参加して 
大会に花を添えました。 
 また、大会後、市内のホテルで開かれた「ピンポン外交40周年記 
念会」には程永華中国大使、大村秀章愛知県知事、河村たかし名古 
屋市長、豊田章一郎トヨタ自動車名誉会長らが顔をそろえ、大会の 
盛会を祝いました。 

ピンポン外交40周年記念 

日本中国親善卓球大会 

後藤鉀二先生の写真、「祝ピン
ポン外交40周年友好試合」の横
断幕の下、日中両チームの選手
が出席しての開会式 

日中両チームの選手が40年前のピ
ンポン外交に思いをはせながら、
親善と交流の輪を広げたピンポン
外交40周年記念日本中国親善大会 

開会式で挨拶する後藤淳理事長 

40

愛名会 
だより 

平
成 

 

年
度
総

会
開
催 

      

愛
名
会
は
五
月
十 

三
日
、
平
成
二
十
三 

年
度
総
会
を
名
古
屋 

市
中
区
栄
の
名
古
屋 

東
急
ホ
テ
ル
で
開
催 

し
ま
す
。 

 

愛
名
会
は
、
学
校 

法
人
名
古
屋
電
気
学 

園
の
後
援
会
組
織
で 

す
。
現
在
の
会
員
数 

は
法
人
会
員
六
百
六 

十
九
社
、
個
人
会
員 

三
百
一
人
。
毎
年
、 

大
学
内
で
企
業
展
を 

開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

総
会
で
は
理
事
会 

に
続
き
総
会
を
開
催 

し
、
平
成
二
十
三
年 

度
事
業
計
画
、
予
算 

の
報
告
等
に
続
い
て 

講
演
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
、
岡
本
一
雄 

ト
ヨ
タ
自
動
車
取
締 

役
副
会
長
が
「
次
世 

代
自
動
車
の
将
来
展 

望
」
と
題
し
て
、
話 

し
ま
す
。 
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